
小学校教育におけるマンガの活用と応用について 

 

【概要】 

現代の日本において、マンガは日本を代表す

るポップカルチャーの一つであり、人気は国内

のみならず、海外においても若い世代を中心に

人気を集めている。文部科学省の教育白書

(2000 年)においては、マンガは「日本の文

化」であり「重要な現代表現」として、公式に

位置づけられている。また、家島(2007)はマン

ガの人気の要因として、4 点の「マンガの特殊

性」を挙げている。このような動向をうけて、

尾濱ら(2017)は、「マンガ」を学習の教材とし

て使おうとすることは当然あってしかるべきで

あると示した。事実、現代の義務教育で用いら

れている文部科学検定済教科書に、様々なマン

ガのキャラクターが登場している(尾濱

他,2017)。 

そこで本研究では、上記で示した「マンガ」

の背景を踏まえて、まず第 2 章でマンガを用い

た教材の定義づけを行い、それらの利点・欠点

を、先行研究を取り上げながら整理する。そし

て、第 3 章で現代の小学生におけるマンガを含

めた読書活動の実態について、データを用いて

整理する。第 4 章では、元小学校教員と小学校

図書館の司書の 2 名に対して、マンガを用いた

教材の活用方法と応用方法、利点・欠点、小学

校図書館の利用状況などについての、インタビ

ュー調査の概要とその結果を整理する。第 5 章

では 2 名の小学校教員へのインタビュー調査を

踏まえ、仮説や先行研究との比較分析を行い、

現在の小学校教育においての「マンガ」の在り

方、小学校図書館の実情を明らかにする。第 6

章で、インタビュー調査結果の重要ポイントを

明らかにする。 

マンガを用いた学習教材を、「マンガ教材」

と「学習マンガ」の 2 つに分類し、その 2 つの

定義づけを行う。まず「マンガ教材」とは、マ

ンガの挿絵や表現形式(コマ、吹き出し、漫画

符号)が用いられた教科書やドリルのことであ

る。次に「学習マンガ」とは、読者に対して知

識を分かりやすく伝え、学習意欲と正しい学習

内容を提供するマンガのことである。 

新潟県の元教員と小学校図書館の司書の 2 名

へのインタビュー調査の結果より、以下の 4 点

が明らかとなった。 

１点目は、「マンガ教材」と「学習マンガ」

の利点において、概ね先行研究、仮説と類似し

た学習効果が期待された。欠点において、「マ

ンガ」を取り入れた授業方法の再検討や、読者

による学習マンガの読み方に関する実証的・専

門的な実験の必要性が示された。 

2 点目は、「マンガ教材」の応用方法につい

て、日本の歴史を学び始める小学校 6 年生に対

して、社会の授業で歴史マンガを取り扱うこと

は有効的であることが明らかになった。 

3 点目は、「マンガ教材」の活用方法として、

マンガのキャラクターがそれほど大きな影響力

を持っていないという見解が得られた。それに

は、子どものキャラクターの嗜好や関わり度合

い(西岡 ,2016)に個人差があることが要因とし

て挙げられ、「マンガのキャラクター」に関する

専門的な実験をする必要性が示された。 

4 点目は、小学校図書館における現状とし

て、小学校図書館の図書購入費用が不十分であ

るため、学習マンガや娯楽マンガの購入に消極

的な姿勢がみられた。そのため、自治体に対し

て図書購入費用の重要性を伝える必要があるこ

とが明らかになった。 
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